
 

 

 

 

 

 
 

台風２１号が心配になってきました。 
 現在の台風進路予想では、２３日（月）朝方紀伊半島南部に上陸する位置に達する可能性が出て

きました。昨日の予報より若干西寄りで、早く接近してくる予報になっています。そのため、判断

基準となっている７：００までに暴風警報が出される可能性も出てきました。しかし、子どもたち

が登校してから暴風警報が出される可能性もあります。小学校の場合は、一度学校へ登校すると給

食のことがありますから、午前中に帰宅することはありません。午前中に出された場合、給食を早

めに食べて、１３：００ごろから緊急下校となります。給食後の午後に暴風警報が出された場合は、

速やかに緊急下校となります。すぐメールで伝えられる「引き渡し開始時刻」（小学校運動場南門

開門時刻と同じ）をご確認ください。暴風警報が出された３０分後くらいになると考えています。

なお、給食の献立については、昨日の段階で非常時給食（ツナと野菜のスパゲッティと根菜スープ）

に変更すると、教育委員会から指示が入りました。月曜日に暴風警報が出されますと、クラブ活動

もなくなります。その場合、１１月にクラブを入れられないか、現在クラブ指導員の方と調整中で

す。また、学童保育所を利用されているお子様の場合も、学校へお迎えの緊急下校となりますので、

その対応が必要になる可能性があることを職場の方に伝えておいていただくとよいかと思います。 

 暴風警報に対する対応は以下のようになっていますので、ご確認ください。 

        （平成２９年９月１１日発行 警報等の発表時における安全確保についてより） 

暴風警報が発表された場合 暴風警報が解除された場合 

時刻 対応 時刻 対応 

７：００に発表中 自宅待機 ７：００までに解除 通常通り登校 

登校後に発表 緊急下校 
お子様は学校で待機、すぐ

メールでお知らせする時刻

に迎えに来てください。 

７：００を経過して

も解除されていない 

臨時休校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもたちの様子から】 

１０月１８日（水）１年Ｂ組 生活科公開授業 

四日市市立保々小学校だより    平成２９年１０月２０日(金)№２７ 

 

 

 

 

 

 

                            

 

                    

 登校後に、暴風警報・暴風雪警報、大雪警報が発表された場合、東海地震注意情報または
予知情報(警戒宣言)が発表された場合、【全員、教室で待機、お迎え】の下校です。 

・｢すぐメール｣で、｢引渡し開始時刻｣をお知らせします。｢引渡し開始時刻｣は、中学校の下校時刻 

と間をあけます。 

・お迎えの車は、運動場の南門から入り、中学校側に駐車し、中学校の門から出てください。 
 約 350 台の車の出入がありますので、一方通行で最徐行をお願いします。 
・２時間以内を目安として、お迎えに来て頂けるようお願い申し上げます。なお、２時間を超える 

 場合には、学校にご連絡ください。 
・災害により｢すぐメール｣配信ができない場合は報道機関などの情報を得てお迎えをお願いします。 
・各教室で、担任が引渡しカードで確認して引渡します。引渡しカードに記入されていない方への 
 引渡しは、原則行いません。 
・暴風警報、暴風雪警報、大雪警報、津波(大津波)警報のときは、 

緊急の場合を除き、給食後に緊急下校になります。 

緊急下校の連絡後、２時間以内にお迎えに来ていただくご準備を、 

よろしくお願いいたします。 



 １年Ｂ組で、生活科の全体研修会を行いまし

た。１年生の現在の単元の学習テーマは『「お

しごとスタンプラリー」～みんなで、やりつづ

けるためには～』です。「おしごとスタンプラ

リー」をすることで、生活に必要な手仕事がで

きるようになったり、その自分の経験を１２月

の保々保育園・保々幼稚園の園児との交流会で

伝えたり、同じ学年の友だちであっても一人ひ

とり違いがあることが当たり前であることに

気づく、そんな力が子どもたちについてほしいなあと考えて、１年生は生活科の学習を進めていま

す。この内容が発展して、お家での仕事を考え、冬休みに家事に取り組めるようつなげていきたい

と考えています。 

 そして、この日の学習の課題は「みんなが、あきらめずに仕事をや

り続けるために、だいじなことは何かを考えよう。」でした。バンダ

ナつつみコーナー・ひもむすびコーナー（靴ひも、エプロン、コップ

袋）・うまいほうきちりとりコーナーの３つのグループが手仕事を教

える側になって、他の子どもたちが保育園・幼稚園の子どもたちのか

わりでお客さんになりました。手仕事を教えるボードには、「まず」

「つぎに」「それから」「さいごに」の言葉が使われ、４段階に分けて

説明するようになっていました。日常生活の中で、順序立てて話がで

きる子どもたちになってほしいという授業者のねらいがそこにはあ

りました。どのグループも説明の言葉を伝える子と実演もしながら見

本を見せ、時には手をとって教える子に分かれ、根気よく手仕事の仕

方やこつを伝えていました。 

 授業の振り返りの中では、活動を振り返って「うれしかったこと」

と「困ったこと」に分けて、気持ちを伝えていました。教える側も教

えてもらう側も、自分だったらこう言って欲しいなあ、こうやって教

えて欲しいなあと思うことができているとうれしい気持ちになるん

だなあということが、見ている私たちにも伝わってきました。 
 

 

１０月１９日（木）２年生 働く人にたずねました 

 ２年生の年間の生活科のテーマは『「自分と周りの人を大切

に」～なりたいわたし なれるわたし～』です。１学期は地

区探検を行い、地域の中で働く人と出会いをしてきました。

２学期は先日の授業参観でも参観いただいたように働く人と

の出会いを進め、なりたいわたし・なれるわたしみつけを進

めています。昨日は、１日の仕事を終えられた調理員さんに

体育館に来ていただき、給食室探検をしながら感じてきた疑

問や仕事の大変さを質問して、熱帯の暑さの中で夏は仕事を

していたことや、調理中にやけどをすることもある、みんな

が楽しみにしてくれている給食を時間通りに出せるようにみ

んなで協力し、声をかけ合っていることなどを教えていただ

きました。 


